
4.野母半島中北部の地質

地 域

交 通

地形図

長崎市茂木周辺 ,深堀方面

長崎バス 茂木下車

長崎東南部・長崎西南部・野母・千々石 (1/25,000)

長崎市とその近郊の地形・地質は変化に富んでいる。西彼杵半島・

野母半島には古い時代の変成岩類が分布 し,こ れに先第二紀の深成

岩類が貫入している。これらをおおって長崎南部および北部～東部

には,古第二紀～白亜紀のたい積物が分布 している。新第二紀にな
って流紋岩類・玄武岩類・安山岩類などの活動があったが,こ れら
の山体は浸食によってほとんど消失 してしまい,山稜 |ま標高 300～
500m前後のなだらかな隆起準平原を形成 している。おおむね壮年
期の地形をしめし,平地に乏 しくV字谷やおぼれ谷が発達する。
野母半島北部は,古生代の西彼杵変成岩類が,新生代の長崎火山岩
類におおわれる境界付近にあたり,長崎地方の地質を解明する上に
大変重要な地域である。

西彼杵変成岩類  西彼杵半島・野母半島に分布する結晶片岩～
千枚岩を主とする広域変成岩類を西彼杵変成岩類と呼んでいる。本

岩類は北西部九州における最古の岩体で,お もに黒色片岩 (石墨絹
雲母曹長石片岩 )と 緑色片岩 (陽起石緑泥石曹長石片岩 )からなり,

日本列島を構成する三波川変成帯や三郡変成帯に類似するが,ど ち
らに所属するか不明である。ほかに琉球列島の変成岩類の延長 とす

る見解 もある。茂木～小ケ倉を結ぶ線以南に分布する。

西彼杵変成岩類に貫入した深成岩体  野母半島の以下宿付近に
分布する斑れい岩・せん緑岩,栄上付近に露出する蛇紋岩 ,茂木や
樺島などの花こう岩などは,変成岩類 (当時は変成岩でなかったか
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長崎火山岩類

植物化石層

長崎火山岩類

茂村麟舛匿層

同 UG 月ヽケ妙 れき層 爵 砂 れき層

靱 OB 玄 武 岩 類 玄 武 岩 類

圃 LG 善長 れき層 下部砂れき層

古第二紀
S

白 亜 紀 -
K 香 焼 層 北 浦 層華

中
生
代
―
古
生
代

Ｔ
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先

第

二

紀

貫

入

岩

類

□

圃

□

列

囃

G 花 こう岩類 花 こう岩 類

蛇 紋 岩 類 ×

MG 変質はんれい岩 ×

GD
はんれい岩～

せん緑岩
×

古生代 NM 西彼杵変成岩類 西彼杵変成岩類

表 1 野母半島J賠るの地質総括表 も知れない)が地

下の深部にあった

ころその中に割込

んできたもので ,

その生成年代は古

生代末期から中生

代の中期 と考えら

れている。

香焼層と北浦層

野母半島の西側に

香焼層が,ま た東

側の茂木港北端に

小露頭 として北浦

層が分布 している。

これらは白亜紀～

古第二紀の堆積物

で,れき岩・砂岩・

泥岩の不規則な互

層からなる。この

中にはチョコレー

ト色の泥岩 (紫赤

色けつ岩 )がはさ

まれるのが本層の特徴である。本層はほとんど基盤岩類とは断層

で接 し,地層自体 も一般に舌しれている。香焼層の厚さは約 1,000m,

北浦層は約 100mで ,変成岩類をおおっていながらそのれきを
ほとんど含まず,安山岩,せん緑岩,花こう岩,流紋岩,チ ャー

トなどの砂れきで構成されている。

香焼層は他の炭田で同時に生成した地層に比べ,著 しく地層の厚

さが厚いことから,そ の原因が問題となっていたが,近年その下半

部より 1シαελθあπ 叩.お よび ルθ
“
Z%郷 Sp.が発見された
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図1 長崎市東南部茂木港周辺の地質図

ため,香焼層の下半部は白亜紀層であることがわかり,新たに三ツ瀬
層と名付けられた。従来の香焼層の下半部は三ツ瀬層となったが ,

残りの上半部はなお香焼層と呼んでいる。

茂木の下部砂れき層と善長れき層  茂木の若葉川下流の千鳥付
近に花こう岩類をおおって,薄 い下部砂れき層があり,深堀の城山
山頂 (350。 4m)近 くにある厚さ約30mの 善長れき層とほ1卦同時
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図 2 長崎市南部の地質図
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茂木弁天山付近の地質断面図
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図4 深堀一城山一平山付近の地質断面図 (記号は柱状図に同じ)

代のもので,鮮新世のころのものと考えられ,と モ)に玄武岩類にお
おわれている。

玄武岩類  基盤岩類が準平原化されたころ前述の砂れき層がた
い積 した。その後北西部九州地域は広 く松浦玄武岩類の活動が盛ん

になり,そ の頃の玄武岩類 と思われるものの一部が,こ の地方の基

盤岩類の浸食面上に点在 している。おもに堅い溶岩の部分が残って

おり,茂本の弁天山や深堀の城山山頂のものは,松浦玄武岩類の古
い方のものではないかと考えられている。松浦玄武岩類は最近 K―

Ar法 (カ リウムーアルゴン法 )に よって絶対年代の測定がおこな
われ,約 800万年前後の値がでている。
小八郎岳 (564.7m)山 頂や潮見崎にも変成岩類をおおって,玄
武岩類溶岩があり,潮見崎には変成岩類に貫入してきた玄武岩質貫
入角れき岩が数個所に分布 している。この地方の玄武岩類の岩質 |ま

かんらん石玄武岩であり,基盤岩類の岩片を捕獲していることが多いc

茂木の上部砂れき層と小ケ倉砂れき層  茂本の弁天山には玄武
岩類をおおう厚さ30mほ どの砂れき層がある (図 3)。 本層は変成岩類・

玄武岩類の砂れきから構成されていて長崎火山の噴出物を含んでいない

ので,下位の玄武岩類の活動時期に近いものではないかと推定され
る。これと同じ関係は,小ケ倉の大久保山南部にも見られる。
茂木植物化石層と長崎火山  従来上部砂れき層を長崎火山の活
動のはじまりとしていた。ところが前にのべたように,上部砂れき
層は長崎火山岩類のれきをメ、くまず ,上位の茂木植物化石層との関
係がアバ ソヽトしていて長崎火山には無関係のたい積物ではないか

と考えられる。

長崎火山は火山活動の初期に火山灰や軽石などを多量に放出した。

鯰 :〕二ポ 《二
″°■
4° MG～

Ｈギ＋
Ｇ

-18-



筆
大久保山南部の地質断面図

この時期には長崎火山周

縁の各地に小さな淡水湖

が形成され,こ の中に植

物の葉・幹 0根などが流

れてきてたい積 した。茂

木植物化石層はこうして形成された淡水性の化石湖の一つで,長崎

火山周縁には喜々津植物化石層をはじめこれに類似の化石湖が数多

く分布する。

茂木植物化石群は,1879年 10月 長崎に寄港 したスエーデンの科学者

A.HoNordenskioldが 白岩海岸から採集して本国に持ち帰った も

のを,古本直物学者のA.G oNathorstが 鑑定して約 50種 を報告 して

以来有名になり,そ の後 R o F10rin(1920年 )や矢部長克・遠

藤誠道 (1930年 )ら によって再検討され約74種が報告されている。

茂木植物化石層は約10mの厚さをもつが,化石種の縦の分布は特
徴的である。まず磁 郷 ル名電物θα(ブナ類)全層にわたって多産

する。最下菩Ьから中部にかけて刑場
“
θσπθル Sp.(メ タセコイア)

Lttπグル %わαγノら2122θ sαπα (ふ う)・ 2診′θθzυα力θαカグ (ヶ ヤキ)な

どが多く,中部以上では,上記のものがなくなり最上部にPLνιJグ燃

みαπゐθググθs (タ ケの類)が多くなっている。茂木植物化石層は植

物化石のみを産 し,動物化石はまだ発見されていない。近年ここの

化石本直物群 と類似のものが各地で報告されているので,今後他地域

との比較検討が必要であろう。

古い河岸段丘 =平山段丘れき層  土井首小学校のす ぐ北から平
山の南部にかけて,県道ぞいに洪積世のころの河岸段丘が残ってい

る。厚さは10～ 30mて ぃどで,長崎火山岩類の岩片を少量ふ くむこ

とや,円磨度などから洪積世のある時期に,土井首から平山一為石

の方へかなり大きな旧河川があったと推定される。

(田 島俊彦 )
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